
事業名

担当課 課長名

目的

内容・方法

自己 現状維持 一次 改善 二次 改善

改善

時期（期限）

H30.2～3

H30.3

H30.4

H30.5～7

H30.7～8

単位
基準年度
（Ｈ２９）

Ｈ３０ Ｈ３１

人 210 216 222

Ｈ２９（決算見込） Ｈ３０ Ｈ３１

31 45 45

0.016 0.016 0.016

４　経費等の見込み

事業費（予算）　単位：千円

概算職員数　単位：人

平和パネル展及び平和資料館親子見学会の実施。

３　改善後の事業が目標とする成果

指標の名称
※原則として評価時と同一

平和パネル展来場者数

目標とする成果の設定理由

項目名 具体的な改善等の内容

平和パネル展本庁舎１階実施の検
討

本庁舎1階の展示等による利用状況を調査し、平和
パネル展の本庁舎1階実施に向けて検討を行う。

評価時と同一指標

平和資料館親子見学会参加対象
者拡大の研究

児童・生徒数を調査・把握をし、平和資料館親子見学会に
おける対象学年の拡大に向けて研究を行う。

平和パネル展及び平和資料館親
子見学会の実施要領の作成・確定

平和パネル展及び平和資料館親子見学会事業にお
いて、実施要領を作成・確定する。

平和パネル展及び平和資料館親
子見学会の広報・周知

HP・広報紙による周知や、小中学校校長会、PTA、
子ども会連絡協議会等へ周知を図る。

平和パネル展及び平和資料館親
子見学会の実施

平和パネル展や親子見学会の参加者がよ
り多くなるように、周知方法、パネルの展示
場所、見学会の参加対象者等について見
直しを検討し、改善すべきである。

平和パネル展については、より多くの方の目に触れていた
だける機会が増えるよう、役場本庁舎1階での実施に関し
て、展示方法を工夫しながら検討する。
親子見学会については、PTA及び子ども会連絡協議会と
いった団体の協力をいただきながら周知を行い、参加を促
す取組みを行うとともに、参加対象者の見直し・拡大等に
伴う効果について調査・研究を行う。

町の最終方針

平和パネル展の展示方法を工夫するとともに、役場本庁舎1階での実施等につ
いても検討するほか、親子見学会について、PTA及び子ども会連絡協議会と
いった団体を通じた周知を行うとともに、参加対象者の見直し・拡大等に伴う効
果について調査・研究を行い、可能なものについて平成30年度以降、順次改善
する。

２　町の最終方針を実施するための具体的な方法

本町は、平成7年に「愛川平和の町宣言」をし、核兵器の根絶と人類共通
の願いである恒久平和に向けた社会の実現を目標に、平和思想の普及・
啓発を行っている。

本町では、毎年、「平和資料館親子見学会」や「平和パネル展」の実施をはじめ、「神奈川
県反核平和マラソン」や「核兵器廃絶神奈川県平和行進」等に対してメッセージの送付を
行っているほか、世界恒久平和の実現に寄与することを目的に設置された「平和首長会
議（加盟都市数：162ヶ国・7,469都市）」に加盟している。

１　評価結果及び町の最終方針

今後の方向性に係る意見等（最終） 評価結果を踏まえた所管課の対応案

平成２９年度事務事業評価及び特定分野評価に係る改善計画書

平和行政事業費

企画政策課 小川　浩幸

事業の目的と実施内容



工程名 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

→ →

本庁舎１階利用状況調査 →

本庁舎１階実施の検討、利用課との調整 →

→

児童・生徒数調査及び参加者拡大の研究 →

→

平和パネル展及び平和資料館親子見学会実施要領案作成 →

実施要領決裁、確定 →

→ → →

校長会・PTA・子ども会連絡協議会等への周知 → →

ホームページ及び広報紙での周知 → →

→ →

平和資料館親子見学会の実施 →

平和パネル展の実施 → →

平和資料館親子見学会参加対象者拡大の研究

平和パネル展及び平和資料館親子見学会の実施要領の作成・確定

平和パネル展及び平和資料館親子見学会の広報・周知

平和パネル展及び平和資料館親子見学会の実施

５　改善等工程表
項目名
（２　町の最終方針を実施するための具体
的な方法と一致）

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

平和パネル展本庁舎１階実施の検討


